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論
文
集
成

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
ー
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
震
撼
ー

永
冶
日
出
雄

第
四
週

救
援
の
壮
挙
と
後
世
へ
の
残
照

論
文
四
の
四

工
兵
将
校
マ
イ
ア
の
古
文
書
館
防
衛
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救
済
政
策
の
方
針
と
併
行
し
て
行
わ
れ
た
自
主
的
な
救
援
と
し
て
特
筆
す
る
ひ
と
つ
は
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
で
な
さ
れ
た
古

文
書
館
の
防
衛
で
あ
る
。
地
震
発
生
か
ら
ま
も
な
く
、
王
権
の
緊
急
政
策
発
動
の
以
前
に
、
ア
ル
フ
ァ
マ
山
頂
の
古
城
で
蔵
書
救
出

の
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
モ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
著
『
世
界
地
震
通
史
』
の
記
述
に
よ
っ
て
ま
ず
知
ら
れ
る
。
リ
ス
ボ

ン
大
地
震
の
記
録
を
主
体
と
し
て
、
同
書
は
九
〇
四
項
目
の
長
大
な
論
述
か
ら
成
る
が
、
著
者
自
身
の
被
災
状
況
と
救
援
活
動
を
誌

す
の
は
、
史
官
た
る
自
覚
を
秘
め
た
つ
ぎ
の
一
項
の
み
で
あ
る
。

【
第
四
九
三
項
】
私
は
こ
れ
ら
災
害
の
目
撃
者
で
あ
る
。
自
宅
で
最
初
の
震
動
に
襲
わ
れ
、
眼
前
で
庭
も
崩
れ
た
が
、
神
の

慈
悲
で
自
分
は
救
わ
れ
る
と
感
じ
た
。
家
族
す
べ
て
に
傷
害
は
な
く
、
倒
壊
を
免
れ
た
自
宅
に
し
ば
ら
く
留
ま
っ
た
。
避
難
し

た
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
緑
地
で
は
、
主
キ
リ
ス
ト
の
慈
悲
と
聖
母
マ
リ
ア
加
護
へ
の
祈
祷
が
続
け
ら
れ
、
私
も
一
途
に
祈
っ
た

が
、
そ
の
ま
ま
没
入
で
き
な
か
っ
た
。
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
城
炎
上
の
流
言
に
よ
っ
て
、
数
千
人
の
避
難
民
が
緑
地
か
ら
逃
れ

始
め
、付
き
添
う
数
名
の
神
父
も
そ
れ
を
促
し
た
か
ら
で
あ
る
。城
楼
の
古
文
書
館
に
は
リ
ス
ボ
ン
参
事
会
の
史
料
が
蔵
さ
れ
、

そ
こ
で
の
管
理
が
か
ね
て
私
の
職
務
で
あ
っ
た
。都
市
領
に
関
す
る
文
書
一
万
六
百
件
も
含
ま
れ
、そ
れ
ら
を
防
護
す
る
た
め
、

危
急
の
い
ま
部
署
を
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
数
名
の
同
僚
と
最
初
の
数
日
城
郭
で
働
い
た
が
、
周
囲
に
は
惨
禍
と
脅
威
し
か
見
え

ず
、
悲
鳴
と
号
泣
し
か
聞
え
な
か
っ
た
。

モ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
著
『
世
界
地
震
通
史
』

①
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サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
に
お
け
る
こ
う
し
た
古
文
書
防
衛
を
よ
り
委
細
に
記
録
す
る
の
は
、
カ
ス
ト
ロ
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
誌
ー

そ
の
歴
史
と
現
在
』
で
あ
る
。
巨
大
地
震
の
直
後
炎
上
の
危
機
迫
る
古
城
で
は
、
献
身
的
な
館
員
有
志
が
凄
ま
じ
い
荒
墟
か
ら
懸
命

に
城
楼
文
庫
を
救
出
し
た
。
こ
の
劇
的
な
防
護
を
統
率
し
た
の
は
、
英
明
な
工
兵
将
校
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
で
あ
る
。
や
が
て

リ
ス
ボ
ン
改
造
の
革
新
的
な
構
想
に
よ
っ
て
、
不
滅
の
名
声
に
輝
く
マ
イ
ア
は
、
地
震
発
生
の
と
き
王
立
古
文
書
館
長
の
地
位
に
あ

っ
た
。
同
書
第
三
巻
の
地
区
別
地
誌
〈
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
教
区
〉
に
お
い
て
カ
ス
ト
ロ
は
、
中
核
の
サ
ン

タ
・
ク
ル
ー
ズ
教
会
を
は
じ
め
、
受
胎
告
知
施
療
院
、
托
身
孤
児
院
、
聖
霊
礼
拝
堂
等
の
歴
史
と
被
災
を
誌
す
と
と
も
に
、
古
城
に

関
し
て
は
主
と
し
て
城
楼
文
庫
の
由
来
と
古
文
書
の
防
護
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
・
ド
・
カ
ス
テ
ロ
教
区
の
頂
上
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
城
に
は
王
立
古
文
書
館
、
通
称
で
は
楼
閣
文
庫

が
付
設
さ
れ
、
後
世
の
史
料
に
供
す
べ
く
書
架
に
は
、
歴
代
ポ
ル
ト
ガ
ル
宮
廷
の
遺
訓
、
法
令
、
特
認
書
、
さ
ら
に
は
国
務
尚

書
を
通
し
国
王
よ
り
発
布
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
勅
命
が
蔵
さ
れ
て
い
た
。
マ
ヌ
エ
ル
国
王
に
編
纂
を
命
じ
ら
れ
た
『
エ
ス
ト
レ
マ

ド
ゥ
ラ
』
も
か
か
る
古
文
書
に
含
ま
れ
る
が
、
同
書
第
八
巻
の
序
文
を
繙
け
ば
、
つ
と
に
国
王
の
父
祖
が
こ
う
し
た
書
庫
を
リ

ス
ボ
ン
の
あ
る
楼
閣
に
設
置
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。「
か
く
し
て
我
ら
の
先
人
は
高
貴
に
し
て
忠
誠
な
る
都
リ
ス
ボ
ン
に
、

常
時
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
公
文
書
と
史
料
を
蔵
す
る
楼
閣
を
創
設
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
だ
け

で
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
他
の
国
々
に
つ
い
て
も
、
君
主
、
公
爵
、
伯
爵
、
公
爵
、
高
位
聖
職
者
に
係
わ
る
人
事
、

約
定
、
文
書
に
関
し
て
周
到
で
厳
重
な
な
保
管
を
指
示
さ
れ
た
。」

〈
中
略
〉

陸
軍
工
兵
将
校
な
ら
び
に
国
家
主
席
技
官
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
は
、
地
震
発
生
の
当
時
王
立
古
文
書
館
の
管
理
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主
幹
を
務
め
、
烈
々
た
る
祖
国
愛
と
驚
嘆
す
べ
き
奮
闘
に
よ
り
、
当
館
を
さ
ら
な
る
発
展
へ
導
い
た
。
全
市
を
凄
惨
な
様
相
に

一
変
さ
せ
た
巨
大
地
震
は
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
の
古
城
に
部
分
的
な
破
壊
や
倒
壊
を
惹
起
し
、
城
楼
文
庫
な
る
膨
大
な
書
籍

と
記
録
も
瓦
礫
に
埋
も
れ
た
。
古
文
書
館
の
統
率
者
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
は
、
地
震
の
猛
威
か
ら
そ
れ
ら
を
救
っ
た
だ
け

で
な
く
、
一
層
怖
る
べ
き
第
二
の
被
害
、
火
災
に
よ
る
消
失
を
も
防
禦
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
消
失
と
諦
め
た
ア
フ
ォ

ン
ソ
五
世
の
外
交
文
書
全
十
九
巻
も
、
一
七
五
五
年
十
二
月
二
八
日
に
救
出
を
確
認
さ
れ
た
。
地
震
の
衝
撃
は
激
甚
で
あ
っ
て
、

死
の
崖
淵
に
極
ま
る
事
態
で
あ
っ
た
が
、
天
の
恩
恵
と
マ
イ
ア
の
挺
身
に
よ
っ
て
古
文
書
の
膨
大
な
集
積
が
迅
速
に
運
び
出
さ

れ
、
砲
台
の
一
隅
に
仮
設
さ
れ
た
丸
太
小
屋
で
ひ
と
ま
ず
防
護
さ
れ
た
。

カ
ス
ト
ロ
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
誌
ー
そ
の
歴
史
と
現
在
』
第
三
巻
（
一
七
五
八
年
刊
）

①

一
六
七
七
年
リ
ス
ボ
ン
の
貧
家
に
生
ま
れ
た
マ
イ
ア
は
、ペ
ド
ロ
二
世
の
御
世
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
陸
軍
の
工
兵
と
し
て
身
を
立
て
た
。

や
が
て
首
都
一
帯
の
要
塞
建
設
を
監
督
し
、
そ
の
後
壮
大
な
水
道
橋
や
マ
フ
ラ
宮
殿
の
造
営
で
令
名
を
博
す
る
。
一
七
四
五
年
彼
を

王
立
古
文
書
館
館
長
に
任
命
さ
れ
、
宮
廷
第
一
土
木
技
官
の
要
職
を
も
兼
務
し
た
の
で
あ
る
。
②

万
聖
節
の
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
の
一
角
も
瓦
解
し
、
ユ
リ
シ
ウ
ス
の
塔
を
配
し
た
本
丸
の
内
部
も
、
微
塵

に
破
壊
さ
れ
る
。
城
郭
北
端
の
本
丸
に
蔵
さ
れ
た
膨
大
な
古
文
書
は
、
マ
イ
ア
の
号
令
に
よ
っ
て
瓦
礫
の
山
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
南

端
の
砲
台
へ
搬
出
さ
れ
た
。
そ
の
角
地
で
は
同
日
九
時
半
頃
、
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
者
リ
チ
ャ
ー
ル
・
ゴ
ダ
ー
ル
が
景
観
に
接
す
る
寸
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前
、
激
震
の
襲
撃
で
危
く
倒
れ
か
け
た
。
以
後
城
郭
の
庭
園
や
空
地
に
は
裾
野
の
被
災
者
が
続
々
と
蝟
集
し
、
数
千
人
が
野
宿
す
る

の
で
あ
る
。
他
方
マ
イ
ア
は
風
雨
や
盗
奪
に
よ
る
消
失
を
防
ぐ
た
め
、
砲
台
の
一
隅
に
丸
太
小
屋
を
急
造
さ
せ
、
救
出
し
た
書
籍
を

保
管
す
る
。

城
楼
文
庫
の
被
災
と
救
出
作
業
の
開
始
を
即
日
マ
イ
ア
は
ベ
レ
ン
宮
廷
へ
報
告
し
、
五
日
後
に
は
古
文
書
の
管
理
と
防
衛
に
つ
い

て
、
国
務
尚
書
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
と
協
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
以
下
訳
出
す
る
の
は
王
立
古
文
書
館
に
保
存
さ
れ
る
十
一
月
六
日
付
往
復

書
状
で
あ
る
。

王
立
古
文
書
館
館
長
マ
イ
ア
の
国
務
尚
書
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
宛
書
状

謹
白
。

王
立
古
文
書
館
（
城
楼
文
庫
）
を
併
設
す
る
城
郭
が
、
瓦
解
と
破
壊
と
無
援
の
危
機
に
瀕
し
、
同
館
を
移
転
で
き
る
場
所
も

見
出
せ
ぬ
以
上
、
国
王
陛
下
が
適
切
な
施
設
を
指
示
さ
れ
る
ま
で
、
城
楼
に
蔵
さ
れ
る
書
籍
お
よ
び
文
献
を
保
存
す
べ
く
、
余

輩
は
応
急
に
丸
太
小
屋
を
組
ま
せ
、
大
雨
等
に
よ
る
消
滅
を
防
ぐ
よ
う
決
断
し
ま
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ら
が
盗
取
さ
れ
る
懸
念

も
あ
り
、
城
砦
守
備
隊
の
支
援
も
得
ら
れ
ぬ
た
め
、
古
文
書
を
昼
夜
防
護
す
る
た
め
、
最
小
限
二
名
の
歩
哨
を
必
要
と
し
ま
す
。

国
務
尚
書
閣
下
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
な
る
報
告
を
国
王
陛
下
に
上
奏
さ
れ
、
ご
存
慮
を
拝
受
さ
れ
る
よ
う
請
願
致
し
ま
す
。

閣
下
に
神
護
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

余
輩
こ
と
、
自
宅
が
灰
燼
に
帰
し
た
た
め
、
フ
ォ
ン
ト
・
サ
ン
タ
近
隣
の
ジ
ョ
ゼ
・
モ
ッ
タ
邸
に
仮
寓
す
る
こ
と
を
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

敬
具
。

一
七
五
五
年
十
一
月
六
日

マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
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（
国
務
尚
書
）
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
・
エ
・
メ
ロ
閣
下

国
務
尚
書
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
の
王
立
古
文
書
館
館
長
マ
イ
ア
宛
書
状

拝
復
。

国
王
陛
下
に
お
か
れ
て
は
、
王
立
古
文
書
館
館
長
の
決
意
を
首
諾
さ
れ
、
今
次
の
事
態
に
即
応
し
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
執
行

す
る
権
限
を
貴
君
に
賦
与
さ
れ
ま
し
た
。

国
王
陛
下
に
お
か
れ
て
は
、
貴
君
よ
り
送
ら
れ
た
意
義
深
き
書
状
二
件
を
本
日
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
城
楼
文
庫
に
蔵
さ
れ
る

古
文
書
が
、
リ
ス
ボ
ン
の
大
震
災
か
ら
実
際
に
防
禦
し
た
と
の
ご
報
告
を
、
陛
下
が
欣
喜
し
て
首
肯
さ
れ
た
こ
と
を
、
謹
ん
で

お
伝
え
致
し
ま
す
。

破
壊
さ
れ
た
城
楼
で
の
保
全
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
古
文
書
の
適
切
な
防
禦
を
貴
君
に
依
嘱
致
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
防
衛
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
貴
君
が
定
め
ら
れ
た
地
点
へ
歩
哨
二
名
を
常
駐
さ
れ
る
指
令
を
即
刻
下
す
よ
う
、
兵
馬
総
帥

（
マ
リ
ア
ヴ
ェ
ル
）
侯
爵
に
命
じ
ま
し
た
。
な
お
、
古
文
書
を
収
蔵
す
る
木
造
建
築
を
新
設
す
べ
く
、
貴
君
が
土
木
業
者
の
指

定
、
建
築
資
材
の
購
入
、
施
工
職
人
の
選
定
を
行
う
こ
と
、
か
か
る
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、
広
汎
か
つ
自
在
な
権
限
を
貴
君

に
賦
与
す
る
こ
と
、
必
要
な
木
材
を
確
保
で
き
ぬ
場
合
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
に
支
援
を
求
め
、
リ
ス
ボ
ン
へ
入
港
す
る
船

舶
か
ら
調
達
す
る
こ
と
を
、
国
王
陛
下
は
保
証
さ
れ
ま
し
た
。
ご
計
画
の
実
現
に
必
要
な
経
費
を
す
べ
て
用
意
さ
せ
ま
す
。
な

お
、
神
意
に
よ
り
ご
身
命
が
守
護
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
深
き
敬
愛
の
念
を
も
っ
て
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
貴
君

に
神
護
が
授
け
ら
れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

敬
具
。
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一
七
五
五
年
十
一
月
六
日

ベ
レ
ン
宮
廷

（
国
務
尚
書
）
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
・
エ
・
メ
ロ

（
王
立
古
文
書
館
館
長
）
マ
イ
ア
閣
下

①

フ
レ
イ
レ
編
『
緊
急
政
策
編
纂
』
に
含
ま
れ
る
文
化
財
防
護
の
公
文
書
は
、
サ
ン
・
ロ
ケ
祈
祷
堂
の
宝
蔵
保
全
に
関
す
る
十
一

月
三
日
付
勅
令
の
み
で
あ
る
が
、
王
立
古
文
書
館
の
危
機
管
理
は
自
主
的
な
救
出
作
業
と
ベ
レ
ン
宮
廷
の
支
援
が
美
事
に
連
結
し
た

事
例
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
さ
き
に
述
べ
た
モ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
の
尽
力
も
当
然
そ
の
一
環
で
あ
り
、
リ
ス
ボ
ン
参
事
会
に

係
わ
る
史
料
の
管
理
を
か
ね
て
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
総
体
で
五
二
六
巻
ほ
ぼ
九
万
件
に
及
び
、
作
成
の
年

代
も
一
一
六
一
年
か
ら
一
六
九
六
年
の
五
世
紀
半
に
わ
た
る
。
王
権
の
支
援
に
よ
っ
て
砲
台
の
丸
太
小
屋
は
二
棟
の
大
き
な
納
屋
に

増
築
さ
れ
、
他
の
機
関
や
邸
宅
で
被
災
を
免
れ
た
種
々
の
蔵
書
も
、
火
災
と
盗
難
を
防
ぐ
べ
く
そ
こ
に
移
動
さ
せ
た
。
本
丸
か
ら
の

搬
出
に
奮
迅
の
働
き
を
示
し
た
マ
イ
ア
は
、
す
で
に
七
八
歳
の
高
齢
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま
綿
密
な
書
学
的
調
査
に
着
手
し
、
収
納
し

た
多
様
な
文
物
に
つ
い
て
内
容
の
確
認
、
執
筆
の
年
月
、
欠
本
の
如
何
等
を
点
検
し
た
。

こ
の
間
王
立
古
文
書
館
の
復
旧
に
つ
い
て
館
長
は
国
務
尚
書
と
協
議
を
重
ね
、
一
七
五
七
年
八
月
こ
れ
ら
の
蔵
書
す
べ
て
が
の
サ

ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
砲
台
か
ら
リ
ス
ボ
ン
の
西
南
端
、
エ
ス
ト
レ
ラ
坂
中
腹
の
サ
ン
・
ベ
ン
ト
・
デ
・
ソ
ー
デ
修
道
院
へ
運
搬
さ
れ

た
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
本
拠
で
あ
る
同
修
道
院
で
も
、
震
災
の
直
後
は
被
災
者
の
テ
ン
ト
小
屋
が
庭
園
に
林
立
し
、
ロ
ー
マ
教
皇

A
rquivo

N
ationalTorre
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Tom
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Terram

oto
de

1755,a
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do
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e

M
anuelda

M
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大
使
ア
シ
ア
ウ
リ
も
そ
こ
に
避
難
し
て
、
治
療
を
を
受
け
た
。
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
と
と
も
に
焼
尽
し
た
総
大
司
教
教
会
が
、
こ
の
修
道

院
の
壮
大
な
殿
堂
に
移
転
し
、
く
わ
え
て
司
教
館
な
る
殿
閣
と
隣
接
の
施
設
が
、
王
立
古
文
書
館
に
貸
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
蔵
書
保
全
に
マ
イ
ア
が
一
層
周
到
な
配
備
を
指
示
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
木
材
で
造
ら
れ
た
頑
丈
な
書
庫
十
四
に
収
蔵
し
て
、
周

囲
に
鉄
格
子
と
金
属
網
を
巡
ら
し
た
。
①

つ
ぎ
に
提
示
す
る
史
料
は
、
一
七
五
七
年
王
立
古
文
書
館
移
転
に
伴
う
サ
ン
・
ベ
ン
ト
修
道
院
改
修
の
計
画
と
そ
の
経
費
見
積
書

で
あ
る
。
こ
の
視
察
と
報
告
を
担
当
し
た
の
は
、
著
名
な
建
築
技
師
ユ
ギ
ニ
オ
・
サ
ン
ト
ス
な
ど
マ
イ
ア
配
下
の
精
鋭
、
リ
ス
ボ
ン

再
建
の
実
務
者
六
名
で
あ
っ
た
。

一
七
六
二
年
十
二
月
二
四
日

カ
ル
ロ
ス
・
マ
ウ
デ
ル

エ
リ
ア
ス
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ポ
ペ

フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ

ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
フ
ラ
ン
コ

ユ
ギ
ェ
ニ
オ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
・
エ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ

ペ
ド
ロ
・
ガ
ル
テ
ル
・
ダ
・
フ
ォ
ン
セ
カ
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吾
ら
は
宮
廷
首
席
建
築
技
官
で
あ
ら
れ
る
陸
軍
将
校
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
閣
下
の
ご
指
示
に
従
っ
て
、
王
立
古
文
書
館

の
移
転
先
へ
赴
き
、
サ
ン
・
ベ
ン
ト
修
道
院
に
属
す
る
司
教
館
な
る
建
物
と
隣
接
の
四
施
設
、
同
修
道
院
正
面
と
東
側
面
に
接

す
る
角
地
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ス
教
会
と
よ
ば
れ
る
聖
十
字
架
修
道
院
を
点
検
し
た
旨
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。
な
お
、
そ
こ
で

は
ア
バ
ー
デ
神
父
、
プ
ロ
キ
ュ
ラ
ド
ル
神
父
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
将
校
閣
下
が
同
席
さ
れ
、
と
く
に
閣
下
は
司
教
館
に

施
工
す
べ
き
種
々
の
装
備
、
王
権
に
向
け
た
古
文
書
館
賃
借
料
の
申
請
と
サ
ン
・
ベ
ン
ト
修
道
院
へ
の
決
済
に
つ
い
て
指
示
さ

れ
、
古
文
書
を
安
全
か
つ
整
然
と
管
理
し
、
機
敏
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
改
修
の
た
め
、
財
務
局
に
要
望
し
た
き
経
費
を
計
上

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
当
事
者
一
同
の
検
討
と
同
意
が
な
さ
れ
、
同
修
道
院
に
係
わ
る
総
額
は
、
一
二
三
万
リ
ア
ル
と
算

定
さ
れ
た
。

こ
の
算
定
書
に
含
ま
れ
る
九
四
リ
ア
ル
は
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
閣
下
の
進
言
で
計
上
さ
れ
、
大
広
間
の
下
塗
り
や
漆

喰
や
縁
ど
り
、
障
壁
と
穹
窿
の
裂
け
目
、
建
物
や
廊
下
の
破
損
タ
イ
ル
な
ど
の
修
復
に
充
当
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
庭
に
沿
う
廊

下
の
垣
根
、
馬
小
屋
と
木
造
倉
庫
の
屋
根
に
も
多
少
の
修
繕
が
望
ま
し
い
。
と
り
わ
け
肝
要
な
事
柄
は
、
古
文
書
収
蔵
の
全
室

に
鍵
と
錠
前
を
備
え
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
改
修
に
必
要
な
経
費
は
す
べ
て
王
権
に
よ
り
財
務
局
か
ら
支
出
さ
れ
と
の
由
。

鐘
楼
を
仰
ぐ
各
室
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
鉄
格
子
で
窓
口
が
護
ら
れ
、
開
閉
で
き
る
石
造
の
書
庫
が
、
暖
房
室
の
壁
炉
の
如
く

構
築
さ
れ
る
。
城
楼
文
庫
等
の
安
全
で
適
切
な
管
理
を
貫
く
た
め
、
雑
漠
た
る
部
屋
の
装
備
と
改
修
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

他
の
一
階
各
処
で
も
一
定
の
整
備
と
清
掃
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
鉄
格
子
と
各
種
設
備
に
つ
い
て
は
古
文
書
館
の
専
用

と
し
て
財
務
局
の
所
掌
で
あ
り
、
旧
跡
へ
の
復
帰
を
も
含
め
、
今
後
の
移
転
先
へ
か
な
ら
ず
移
築
で
き
る
。

M
anuelda

M
aia,op.cit.,pp.28v-31v.

①
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マ
イ
ア
編
『
王
立
古
文
書
館
（
城
楼
文
庫
）
再
興
史
料
集
』（
一
七
九
一
年
印
刻
）

①

以
上
の
本
文
に
続
い
て
こ
の
報
告
書
に
は
、
同
修
道
院
の
改
修
と
設
備
、
石
造
の
書
庫
、
防
護
の
鉄
格
子
、
ベ
ル
ギ
ー
産
木
材
な

ど
の
各
経
費
に
つ
い
て
十
三
ヵ
条
の
見
積
り
が
付
記
さ
れ
る
。
一
七
六
三
年
マ
イ
ア
は
以
上
の
経
緯
を
記
録
し
た
史
書
『
王
立
古
文

書
館
城
楼
文
庫
の
破
壊
と
再
興
』
を
執
筆
す
る
。

震
災
直
後
の
十
一
月
末
よ
り
彼
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
権
の
大
事
業
、
リ
ス
ボ
ン

②

の
革
新
的
な
都
市
改
造
を
主
導
し
、
そ
の
余
力
を
古
文
書
の
防
禦
に
傾
注
し
た
の
で
あ
る
。
史
書
完
成
の
五
年
後
建
築
土
木
界
の
英

傑
マ
イ
ア
は
、
九
二
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
侵
攻
や
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
へ
の
遷
都
な
ど
激
動
を
経
た
の
ち
、一
八
三
四
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
自
由
主
義
勢
力
は
、

絶
対
主
義
陣
営
と
の
内
戦
に
勝
利
し
、
封
建
的
身
分
と
中
世
的
特
権
を
廃
止
し
た
。
サ
ン
・
ベ
ン
ト
・
デ
・
ソ
ー
デ
修
道
院
の
壮
大

な
殿
堂
も
没
収
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
の
も
と
で
国
会
議
事
堂
と
し
て
枢
要
な
役
割
を
担
う
に
至
る
。
革
命
政
府
の
配
慮
に
よ
っ
て
古

文
書
館
は
国
会
議
事
堂
の
右
翼
南
棟
に
併
設
さ
れ
、
四
つ
の
階
に
連
な
る
三
五
室
を
充
当
さ
れ
た
。
③

幾
多
の
星
霜
を
重
ね
て
二
一
世
紀
の
初
頭
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
城
か
ら
救
出

さ
れ
た
古
文
書
三
件
を
世
界
記
憶
遺
産
に
採
択
し
た
。〈
地
理
上
の
発
見
〉
を
契
機
と
す
る
『（
大
航
海
時
代
）
年
代
記
集
成
』、
新

世
界
の
領
土
分
割
に
関
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
間
に
結
ば
れ
た
『
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
』、
ブ
ラ
ジ
ル
発
見
を
ポ
ル
ト
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ガ
ル
国
王
に
報
告
し
た
『
ペ
ロ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
カ
ミ
ー
ニ
ャ
の
書
簡
』
が
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
世
界
の
各
地
に
蔵
さ
れ
る
貴
重

な
文
書
や
作
品
を
保
存
す
べ
く
、
ユ
ネ
ス
コ
で
は
一
九
九
二
年
か
ら
〈
世
界
記
憶
遺
産
〉
の
保
存
事
業
が
胎
動
し
た
。
対
象
と
さ
れ

る
記
憶
遺
産
（
記
録
遺
産
）
は
、
文
献
と
書
籍
に
限
ら
ず
、
シ
ョ
パ
ン
の
自
筆
楽
譜
や
キ
ュ
ー
バ
革
命
の
映
像
記
録
も
含
ま
れ
る
。

ま
も
な
く
世
界
の
学
識
者
九
名
に
よ
っ
て
〈
世
界
記
憶
遺
産
推
進
国
際
委
員
会
〉
が
組
織
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
古
文
書
学
者
ジ
ャ
ン

・
ピ
エ
ー
ル
・
ワ
ロ
ッ
ト
を
座
長
と
し
て
一
九
九
三
年
九
月
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
最
初
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
三
日
間
に
わ
た
る
議
事
に

先
立
ち
、
開
会
の
辞
を
述
べ
た
ユ
ネ
ス
コ
事
務
総
長
フ
ェ
デ
リ
コ
・
マ
ヨ
ー
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
著
名
な
生
化
学
者
で
あ
る
と
と
も

に
、
政
治
家
と
し
て
教
育
科
学
相
と
欧
州
議
会
代
議
員
の
経
歴
を
有
す
る
。
記
憶
遺
産
保
存
の
重
要
性
、
ひ
い
て
は
城
楼
文
庫
防
護

の
意
義
を
確
認
す
る
た
め
、
マ
ヨ
ー
ル
の
挨
拶
か
ら
最
初
の
段
落
を
引
用
し
た
い
。

「
文
物
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
未
来
を
生
き
る
。」
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
の
構
想
に
お
い
て
、
二
世
紀
誌
さ
れ
た
詩
人
・
文
法

学
者
テ
レ
ン
チ
ア
ヌ
ス
・
マ
ウ
ル
ス
の
寸
言
が
、
深
い
含
蓄
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
か
な
ら
ず
未
来
を
生
き
る
、
と
。
し
か
し
、

記
憶
遺
産
の
未
来
は
人
類
が
そ
れ
ら
を
保
存
で
き
る
か
否
か
に
依
存
し
ま
す
。
人
間
の
意
志
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
世
代
、
す
べ
て
の
民
族
、
す
べ
て
の
男
女
が
、
こ
う
し
た
遺
産
を
防
護
し
、
文

物
の
未
来
を
切
り
拓
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

古
文
書
や
蔵
書
の
集
団
的
保
存
が
あ
ら
ゆ
る
危
険
に
晒
さ
れ
、
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
、
今
日
痛
感
し
ま
す
。
火
災

や
戦
争
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
古
文
書
が
消
失
し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
う
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
被
害
は
と
り
わ
け
甚
大
で
、
中
央
古
文
書
館
に
蔵
さ
れ
た
古
き
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
公
文
書
が
九
割
五
分
灰
燼
に
帰

し
、
そ
れ
ら
の
総
覧
、
目
録
、
索
引
も
消
え
ま
し
た
。
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ユ
ネ
ス
コ
、
村
田
綾
子
訳
『
世
界
記
憶
遺
産
百
科
』
柊
風
社
、
二
〇
一
四
。
一
二
八
ー
一
二
九
、
一
二
五
、
五
九
頁
。
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ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
ザ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
、
ブ
カ
レ
ス
ト
、
そ
し
て
近
年
で
は
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
と
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

で
、
有
名
な
蔵
書
や
知
ら
れ
ざ
る
史
料
が
、
ど
れ
ほ
ど
失
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
ち
ら
で
は
記
憶
遺
産
の
全
体
が
も
は
や

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
で
は
大
い
な
る
危
機
に
瀕
し
、
防
護
が
枢
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
古
文
書
館
で
の

保
全
や
図
書
館
で
の
所
蔵
を
通
し
て
こ
う
し
た
記
憶
遺
産
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
に
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
さ

せ
る
と
と
も
に
、
世
界
的
な
文
化
交
流
に
寄
与
さ
せ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
①

か
く
し
て
一
九
九
七
年
記
憶
遺
産
へ
の
第
一
次
登
録
と
し
て
、
ヤ
シ
皮
に
よ
る
イ
ン
ド
医
学
稿
本
な
ど
三
八
件
は
採
択
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
の
第
五
次
選
定
で
は
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
な
ど
二
八
件
が
承
認
さ
れ
、『
ペ
ロ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・

カ
ミ
ー
ニ
ャ
の
書
簡
』
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
し
て
最
初
の
登
録
と
な
っ
た
。
つ
い
で
二
〇
〇
七
年
第
六
次
と
し
て
チ
ェ
コ
宗
教
改
革
に

関
す
る
中
世
稿
本
な
ど
三
七
件
が
登
録
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
『（
大
航
海
時
代
）
年
代
記
集
成
』
と
『
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
』

も
こ
こ
に
真
価
を
認
め
ら
れ
た
。

『（
大
航
海
時
代
）
年
代
記
集
成
』
の
概
略
と
そ
の
現
代
的
意
義
を
把
握
す
る
た
め
、
ユ
ネ

②

ス
コ
に
よ
る
紹
介
と
評
価
を
訳
出
す
る
。
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『
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

登
録
総
覧
』

『
（
大
航
海
時
代
）
年
代
記
集
成
』

登
録
番
号

二
〇
〇
六-

一
七

一
、
概
要規

模
・
数
量:

八
万
三
〇
〇
〇
件
（
五
二
五
冊
）

時
代:
主
と
し
て
十
五
世
紀
お
よ
び
十
六
世
紀
前
半
の
史
料

す
べ
て
手
書
き
に
よ
る
貴
重
な
公
的
文
書
で
あ
っ
て
、
大
航
海
時
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
民
の
対
外
関
係
、
な
か
で

も
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
民
族
に
対
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
族
の
関
係
に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
認
識
と
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

〈
地
理
上
の
発
見
〉
を
端
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
が
辿
っ
た
政
治
史
、
外
交
史
、
軍
事
史
、
経
済
史
、
宗
教
史
を
把
握
す
る
た

め
、
と
り
わ
け
重
要
な
古
文
書
遺
産
と
評
価
で
き
る
。〈
中
略
〉

三-

二

細
目

『
（
大
航
海
時
代
）
年
代
記
集
成
』
の
成
立
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
る
べ
き
は
、
国
務
尚
書
（
外
務
担
当
）
で
あ
っ
た
ペ
ド
ロ

・
デ
・
ア
ル
カ
ソ
ヴ
ァ
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
が
、
引
退
後
の
一
五
六
九
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
外
務
文
書
を
収
蔵
す
る
よ
う
、
当
時

の
王
立
古
文
書
館
（
城
楼
文
庫
）
館
長
ダ
ニ
ア
ン
・
デ
・
ゴ
イ
ス
に
委
託
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
七
五
五
年
リ
ス
ボ
ン
で
発
生
し
た
地
震
の
直
後
、
王
立
古
文
書
館
館
長
マ
ヌ
エ
ル
・
ダ
・
マ
イ
ア
は
、
古
文
書
遺
産
を
防

護
す
る
た
め
緊
急
の
方
策
を
講
じ
た
。
一
七
五
六
年
か
ら
一
七
六
四
年
か
ら
マ
イ
ア
の
創
意
に
よ
り
大
航
海
時
代
の
膨
大
な
古
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文
書
は
、
年
代
の
考
証
に
基
づ
い
て
名
称
を
付
さ
れ
、
三
つ
の
部
門
に
分
類
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
原
本
は
自
筆
の
手
稿
で
あ
っ

て
、
羊
皮
紙
あ
る
い
は
巻
紙
に
筆
記
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

明
示
さ
れ
た
題
目
を
順
次
辿
れ
ば
、
こ
れ
な
る
古
文
書
集
成
が
独
自
の
世
界
的
価
値
を
有
す
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
に
収

録
さ
れ
る
十
五
世
紀
お
よ
び
十
六
世
紀
の
史
料
数
千
は
ま
さ
し
く
国
境
と
習
俗
を
超
え
、
必
然
的
に
人
類
共
通
の
記
憶
遺
産
を

な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
確
信
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
陸
転
変
し
た
無
数
の
歴
史
的
事
象
を
把
握
す
る
が
よ
い
。

多
様
な
航
路
を
進
む
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
い
ま
同
乗
し
、『
年
代
記
集
成
』
の
源
泉
探
訪
の
旅
に
出
発
し
よ
う
。

大
西
洋
か
ら
オ
リ
エ
ン
ト
へ
向
か
う
航
海
記
録
を
手
始
め
に
繙
け
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
大
陸
や
沿
岸
で
の
停
泊
と
発
見
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
事
柄
を
逐
一
知
り
う
る
。

ａ

象
牙
海
岸
な
ど
ア
フ
リ
カ
沿
岸
で
の
海
難
、
サ
ン
・
ロ
ラ
ン
島
な
ど
群
島
の
発
見
、
ケ
イ
プ
・
ヴ
ェ
ル
デ
岬
に
出
没
す

る
フ
ラ
ン
ス
海
賊
、
ア
フ
リ
カ
航
路
に
お
け
る
船
舶
へ
の
補
給
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
を
目
指
す
船
旅
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド

行
き
船
舶
の
ア
フ
リ
カ
寄
港
。

ｂ

相
異
な
る
民
族
や
文
明
が
接
触
せ
る
記
録
。
た
と
え
ば
、
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

到
着
の
報
告
、
あ
る

い
は
コ
ン
ゴ
、
ベ
ニ
ン
、
マ
ニ
コ
ン
ゴ
な
ど
ア
フ
リ
カ
王
国
に
関
す
る
情
報
。
さ
ら
に
は
キ
リ
ス
ト
教
国
王
プ
レ
ス
タ

ー
・
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
伝
説
、
黄
金
海
岸
一
帯
の
王
者
カ
メ
ネ
や
政
治
的
有
力
者
へ
の
献
呈
品
な
ど
。

ｃ

要
塞
の
築
造
や
城
砦
の
占
領
等
、
軍
事
的
成
果
の
報
告
。

ｄ

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
権
と
そ
の
官
権
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
管
理
の
委
細
。
こ
の
管
理
は
国
王
軍
の
部
隊
に
援
護
さ
れ
、
ア
フ
リ

カ
沿
岸
部
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
協
約
を
前
提
と
し
た
。
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ｅ

ア
フ
リ
カ
産
の
商
品
を
積
み
、
ベ
ニ
ン
海
岸
、
サ
ン
・
ト
メ
＝
プ
リ
ン
シ
ペ
群
島
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
へ
行
き
交
う

船
舶
の
軌
跡
は
、
商
易
活
動
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。
ア
ノ
・
ボ
ン
島
に
収
益
を
も
た
ら
す
奴
隷
と
象
牙

の
売
買
、
ミ
ネ
海
岸
で
イ
ギ
リ
ス
人
が
企
む
事
業
、
黄
金
等
の
貴
金
属
を
は
じ
め
、
酒
類
、
砂
糖
、
綿
布
、
衣
類
、
織

物
な
ど
の
取
引
も
み
な
同
様
で
あ
る
。

ｆ

歴
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
が
自
国
の
囚
人
や
流
人
に
命
じ
た
ア
フ
リ
カ
で
の
定
住
と
モ
ノ
モ
タ
パ
国
へ
の
同
化
に
係
わ

る
記
録
。

ｇ

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
、
イ
エ
ス
ズ
会
士
の
使
命
、
コ
ン
ゴ
で
の
布
教
な
ど
宗
教
的
な
記
録
。

世
界
各
地
で
誌
さ
れ
た
史
料
を
追
跡
し
、
ア
ジ
ア
に
至
る
と
、
そ
の
源
流
は
果
て
し
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
主

要
な
事
柄
だ
け
を
列
記
す
る
。

ａ

ポ
ル
ト
ガ
ル
帝
国
東
漸
の
記
録
は
、
統
轄
を
司
る
イ
ン
ド
総
督
、
ア
ジ
ア
各
地
で
の
拓
殖
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
と
の
交
流

に
主
と
し
て
係
わ
る
。

ｂ

政
治
的
・
外
務
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
と
ゴ
ア
総
督
で
交
わ
さ
れ
た
歴
代
の
書
簡
が
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
報
告
や
和
平
・
友
好
・
交
易
に
係
わ
る
諸
条
約
。

ｃ

領
土
の
占
領
を
主
眼
と
す
る
軍
事
的
事
項
と
し
て
は
、
ア
デ
ン
、
バ
サ
イ
ム
、
オ
ル
ム
ズ
，
デ
ウ
な
ど
の
要
塞
奪
取
、

カ
ナ
ノ
ル
、
セ
イ
ァ
オ
、
シ
ョ
ー
ル
、
ダ
マ
オ
、
デ
ウ
、
ゴ
ア
、
マ

ラ
ッ
カ
、
ス
ン
ダ
な
ど
の
都
市
制
圧
を
例
示
で
き
る
。

ｄ

経
済
的
事
項
で
は
胡
椒
と
経
皮
を
は
じ
め
、
多
様
な
香
辛
料
の
取
引
が
注
目
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
競

争
、
多
国
間
の
交
易
協
定
、
オ
ル
ム
ス
税
関
所
の
収
益
も
含
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
東
イ
ン
ド
会
社
の
事
業
が
、
ア
ジ
ア
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に
お
け
る
交
易
と
海
運
の
独
占
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
。

ｅ

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
を
典
型
と
す
る
大
航
海
家
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
か
ら
賦
与
さ
れ
た
勅
令
、
王
命
、
特
認
の
原
本
。

ｆ

宗
教
的
事
項
と
し
て
は
東
洋
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
を
示
す
出
来
事
、
す
な
わ
ち
、
改
宗
し
た
幾
多
の
事
例
、

教
会
や
僧
院
や
修
道
会
の
創
設
。
一
四
九
八
年
ジ
ョ
ア
ン
一
世
の
王
妃
レ
オ
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
重
要
な
団

体
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
慈
善
兄
弟
会
は
、
東
洋
に
も
布
教
の
基
点
を
設
け
た
。

ｇ

ト
ル
コ
勢
力
と
の
度
重
な
る
紛
争
の
記
録
。

ｈ

中
国
を
め
ぐ
る
種
々
の
情
報
。

『
年
代
記
集
成
』
を
さ
ら
に
読
み
進
め
ば
、〈
新
世
界
〉
す
な
わ
ち
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
史
料
と
出
会
う
。
こ
こ

で
主
体
を
な
す
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
係
わ
る
事
項
で
あ
る
。

ま
ず
は
植
民
地
建
設
の
証
言
が
見
出
さ
れ
、
つ
い
で
細
部
の
記
録
が
続
く
。

ａ

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
統
治
に
つ
い
て
。
拓
殖
船
隊
の
主
導
に
よ
る
植
民
、
配
置
、
支
援
、
さ
ら
に
は
こ

こ
で
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
。

ｂ

商
易
的
事
項
、
と
く
に
奴
隷
貿
易
に
関
し
て
。

ｃ

通
常
の
軍
事
的
事
項
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
軍
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
軍
に
よ
る
侵
攻
と
こ
れ
に
抗
す
る
要
塞
の
構
築

ｅ

宗
教
的
事
項
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
特
権
的
地
位
。
あ
わ
え
て
イ
エ
ス
ズ
会
士
と
現
地
民
と
の
関
係
。

ｆ

各
地
の
村
落
に
お
け
る
施
政

ｇ

サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
・
ダ
・
バ
イ
ア
に
お
け
る
騒
擾
の
記
録
。
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追
跡
の
旅
の
最
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
れ
ば
、
旧
世
界
の
文
書
を
も
拝
読
で
き
る
。

オ
ス
マ
ン
・
ト
ス
コ
の
躍
進
と
ウ
イ
ー
ン
攻
囲
の
記
録
な
ど
、『
年
代
記
集
成
』
に
含
ま
れ
る
政
治
的
・
外
交
的
史
料
が
、

相
異
な
る
文
明
の
抗
争
と
い
う
脈
絡
で
、
十
六
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
よ
り
綿
密
に
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
①

二
〇
〇
一
年
に
登
録
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
の
パ
ピ
ル
ス
集
成
一
八
万
点
に
は
及
ば
ぬ
と
し
て
も
、『
年
代
記
集
成
』

を
構
成
す
る
古
文
書
は
八
万
三
〇
〇
〇
点
と
報
告
さ
れ
る
。
数
量
の
多
寡
で
文
化
的
価
値
が
云
々
で
き
ぬ
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
日

本
最
初
の
世
界
記
憶
遺
産
、
炭
坑
記
録
画
等
六
九
七
点
か
ら
成
る
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
比
較
す
る
と
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
城
か
ら
救
出
さ
れ
た
史
料
の
巨
大
な
規
模
に
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。


